
　■設立目的
博物館（美術館・水族館・動物園等を含む）に勤務するライブラリアンや資料担当者らが現場で日々遭遇する諸問題を気

軽に話し合える場を提供するとともに、ゆるやかなネットワークづくりを目的としています。 

　■活動内容
１．メーリングリスト（ML）による情報交換 

２．見学会（他館を見学し、その整理方法やシステム、問題点等を学び、共有する） 

３．勉強会、情報交換会など 

４．アート・ドキュメンテーション学会行事への協力 

（各項詳細は裏面参照） 

　■沿革
2001 年 4 月 　アート・ドキュメンテーション研究会（JADS）美術館図書室 SIG 発足 

2004 年 1 月 　ミュージアム・ライブラリーの会 ML 発足 （Yahoo!Groups を利用）

　　　　　　　＊美術館図書室 SIG を母体とし、美術系以外の博物館も加わった。 試行期間として半年間、両 ML は別々に存続・活動

2004 年 7 月 　「美術館図書室 SIG」と「ミュージアム・ライブラリーの会」の ML を統合 

2010 年 11 月　Ｍ＆Ｌと紛らわしいため、「ミュージアムライブラリーの会」に変更 

2014 年 4 月～ 5 月 　メーリングリストを Yahoo!Groups から Googlegroup へ移行

　■会勢
ML 登録数： 94（2015 年 3 月末現在） 

会員構成：ミュージアムの司書・学芸員 、その他図書館司書、ミュージアムライブラリー関連業務従事者 ( 修復家・IT 関連等 )、他

　■参加条件
1. ミュージアム・ライブラリーもしくは美術図書館に関わっていること 

・上記に勤務している ( た ) 司書、図書資料担当の学芸員および事務補佐員等 

（正規職員、非常勤、アルバイト、インターンなど、雇用形態の制限なし） 

・修復家、IT 関連など、業務で直接関わっている方 

・その他、直接ではなくとも関わっていると認められる方 

2. 登録できるメールアドレスがあること 

3. 所属先および実名登録のこと（匿名参加は認めません） 

4. アート・ドキュメンテーション学会の会員・非会員は問いません

　■会費
無料 。ただし、行事参加費実費は各自負担 

ミュー ジ アムライブ ラリー の 会 のご 案 内
アート・ドキュメン テ ー ション 学 会 美 術 館 図 書 室  S I G

2015 年 6 月改訂

　 お 問 い 合 わ せ ・ ご 入 会 申 し 込 み 先 　 

　　　 E - m a i l  ： muse . l ib . jads ■ gma i l .com 

　　　　 代     表   ：  楯石もも子 （東京都江戸東京博物館）
　　　　 ML管 理：  持田誠（浦幌町立博物館）　　　



　■メーリングリスト話題例
《 図 書 館 業 務 に つ い て 》

施 設 ・ 設 備 ： 設計、書架選定等 

図 書 館 用 品 ・ シ ス テ ム ： 選定、使い勝手等 

資 料 保 存 ： 書庫環境、用品、メディア変換 

資 料 構 築 ： 収集方針、選書、除籍基準等 

資 料 整 理 ： 分類、ラベル、蔵書印、装備等 

サ ー ビ ス ： 貸出、複写、資料の撮影等 

レ フ ァ レ ン ス ： ツール紹介、調査協力 

ス タ ッ フ 教 育 ： マニュアルの有無等 

《 情 報 提 供 》 
OPAC 公開や HP 更新のお知らせ

行事案内／文献紹介

資料寄贈の申し出

求人スタッフ教育：マニュアルの有無等 

　■行事
《 見 学 会 》 

東京国立近代美術館アートライブラリ（2002 年 2 月）*

アド・ミュージアム東京 広告図書館（2003 年 2 月）*

江戸東京博物館図書室（2004 年 9 月）

横浜美術館美術図書室、新聞博物館新聞ライブラリー、横

浜ユーラシア文化館 (2005 年 2 月 )

お茶の水図書館見学会（2006 年 1 月） 

国立科学博物館図書室（新宿分館）（2008 年 2 月）

キハラ ( 株 ) 謄写版目録カード印刷機拝見（2009 年 4 月） 

東京大学駒場美術博物館資料室（2009 年 6 月） 

印刷博物館（2009 年 9 月）

早稲田大学坪内博士記念演劇博物館見学会（2010 年 3 月） 

女性と仕事の未来館（2011 年 1 月）

神奈川県立近代美術館 葉山館・鎌倉館（2012 年 11 月）

千葉県立中央博物館見学会 （2014 年 9 月・10 月（2 回に分けて

開催））

東京都美術館見学会（2014 年 11 月）

慶應義塾大学湘南藤沢（SFC）メディアセンター（2015 年 5 月）

《 勉 強 会・研 修 会・情 報 交 換 会 ほ か》 
資料保存と修復に関する研修会（於：印刷博物館 2002 年 7月）*

図書装備用品と資料保存についての研修会（於：印刷博物館 

2003 年 11 月）*

製本勉強会 和製本の制作（於：江戸東京博物館 2006年 7月20日） 

製本勉強会第 2 弾交差式ルリユール（於：江戸東京博物館 2007

年 3 月14 日）

勉強会「解題の種類とその書き方」（於：東京国立博物館 2007

年 6 月 9 日） 

保存修復勉強会 （於：東京国立博物館 2008 年 11 月 20 日）

情報交換会「スタッフ教育について」（於：国立情報学研究所 

2010 年 2 月12 日）

第 12 回図書館総合展ポスターセッション参加（於：パシフィコ横

浜 2010 年 11 月） 

魅力的な Web サイトの作り方（於：印刷博物館 2010 年12 月19 日） 

勉強会「美術図書館のソーシャルメディア活用法」（於：東京国立

博物館 2011 年 10 月） 

勉強会「SNS 勉強会 Twitter 編」（於：東京国立博物館 2011年11月）

勉強会兼見学会「糊付き和紙による修復」（於：東京修復保存セ

ンター 2011 年 12 月） 

勉強会 国立国会図書館・資料保存研修（於：東京国立博物館 

2012 年 6 月）

情報交換会「第 14 回図書館総合展参加報告会」（於：東京国立

博物館 2013 年 3 月 8 日） 

情報交換会「5/24 同日開催の専図協セミナーと日図協セミナー

報告会」＆暑気払（於：市ヶ谷 2013 年 8 月 5 日）

情報交換会「第 15 回図書館総合展参加報告会」（於：東京国立

博物館 2013 年 11 月 26 日）

交流会（暑気払い）（於：KITTE 丸の内５階「菜な」2014 年 8 月 8 日）

新年会（於：丸の内オアゾ内「えん」2015 年 2 月13 日）

《 学 会 へ の 協 力》 
JADS 第 36 回研究会「めざせ！ミュージアムのライブラリアン」（於：東京国立博物館 2002 年 2 月）* 

JADS 年次大会 SIG 交流会（於：東京藝術大学 2002 年 6 月）* 

JADS 年次大会 第２部パネルディスカッション 

「ミュージアム・ライブラリーを考える －時を超えてつなぐもの－」（於：駿河大大学 2004 年 6 月） 

* 印は [ 美術館図書室 SIG ] 時代の活動


